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1  は  じ め  に

これまで リン ドウにおける鮮度低下要因とその対策技

術に関する知見は少なかつたが,最近,水あげ剤等によ

る花持ち延長効果について研究が始められている。

また,本県産 リン ドウにおいても,国内市場における

品質低下の問題が一部で生じてお り, さらに海外輸出も

始まるなど,花持ち性向上技術の確立が求められている。

そこで,収穫後のリン ドウに対する水あげ剤や包装等

による花持ち性向上効果を検討 したので報告する。

2 試 験 方 法

(1)砂糖水及び各種市販前処理剤の効果

供試 リン ドウは,2005年 7月 19日 に収穫 したA町産の

青色・極早生系統を用い,収穫当日に前処理を実施 した。

供試した前処理剤は,①水道水 (対照),②5%砂糖水,

③10%砂糖水,④ STS(チ オ硫酸銀錯塩。以下同じ。)

剤 1,⑤ STS剤 2,⑥抗菌剤,⑦混合剤 (STS,栄
養剤,殺菌剤,界面活性剤)であり,④～⑦は市販の前

処理斉」である。前処理時間は各区とも24時間とし,処理

終了後は水活けし,常温保管した。調査は収穫13日 後 (8

月1日 )ま で概ね2日 おきに実施し,未開花頂花の開花数 ,

退色花の発生数について計lllした。

(2)砂糖水とMA(Modified Atmosphere)包 装の併用に

よる効果

前処理剤の効果試験で有効性が認められた砂糖水につ

いて,MA包 装 との併用による効果について検討 した。

供試 リン ドウは,2005年8月 8日 に収穫したA町産 `マ

シリィ'(青 色・早生品種)を用い,収穫当日に前処理

を実施 した。供試 した前処理剤は水道水 (対照)と 5%砂

糖水であり,いずれも12時間処理 とした。処理後,段ボ

ール箱包装 (慣行),MA折 込包装,MA密 閉包装の3種

類の包装形態として,輸送を想定 し15℃ で2日 間保管 し

た。その後,水活けし25℃ で保管 した。

調査は,収穫時と収穫2日 後 (8月 10日 :輸送想定の保

管終了時)から収穫16日 後 (8月 24日 )ま で概ね2日 おき

に実施 し,褐変花発生数及び退色花発生数を計測 した。

(3)輸出における前処理剤及びMA包装の効果の検討

自色品種のオランダヘの輸出試験を実施 した。供試 リ

ン ドウは,2005年 8月 24日 に収穫 したA町産の `サ マー

スノー '(自 色 中生品種)を用い,収穫当日に前処理

を実施 した。試験区の構成は (2)と 同様 とし,収穫翌 日

の包装後,成田空港まで冷凍車で輸送し,その翌日 (収

穫2日 後)にオランダヘ空輸 した。

調査は,収穫4日 後 (8月 27日 )と 7日 後 (8月 30日 )に

実施 し,自色花で問題となる透花の発生数と枯れ上がり

や腐敗等の異常葉身発生数について計測 した。

ついで,青色品種の台湾への輸出試験を実施 した。

供試リンドウは,2005年 9月 24日 に収穫したK村産の

`ジ ョバンニ'を用いた。前処理剤は,①水道水 (対照),

②3%砂糖水,③5%砂糖水,④7%砂糖水を用い,それぞれ

箱詰め直前までの12時 間処理した区と61寺 問処理後箱詰

めまで61寺 間程度乾燥 (放置)処理した区を設けた。

収穫翌日の包装後,仙台空港へ冷凍車で輸送し,検疫

等の後,収穫3日 後 (9月 27日 )に成田空港へ転送,4日

後 (9月 28日 )に台湾へ空輸した。調査は収穫7日 後 (9

月30日 )に実施し,褐変花発生数及び退色花発生数につ

いて計測した。

3 試験結果及び考察

(1)砂糖水及び各種市販前処理剤の効果 (表 1, 2)

砂糖水による前処理は,5%及び10%の いずれの濃度に

おいても頂花の開花を促進し,退色を抑制する効果が認

められた。

STS剤 は製剤により効果が異なり, STS剤 1では

頂花の開花は抑制気味であつたが,退色発生は少なかっ

た。逆に, STS剤 2では頂花開花を促進 したものの
,

退色の抑制効果は認められなかつた。

抗菌剤は頂花の開花を促進 したが,退色の抑制効果は

認められなかった。また,混合剤は,頂花の開花促進及

び退色抑制のいずれの効果も認められなかつた。

(2)砂糖水とMA包装の併用よる効果 (表 3, 4)

包装の有無や包装形態によらず5%砂糖水前処理は,水

道水区よりも褐変 枯花及び退色の発生を抑制した。

MA密 閉包装は,無包装区及び折込包装区に対して開

封直後から退色の発生数が明らかに多く,保管期間中も

常に発生数が多かつた。

また,折込包装の水道水前処理区は無包装の水道水前

処理区よりも褐変や枯花の発生が多かつた。
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表 1 前処理剤による頂花の開花促進に及ぼす効果

試験 区
未開花頂花の開花数

7/20  7/22  7/25  7/27  7/29  8/1

れの場合も水道水区よりも砂糖水区で異常花の発生を抑

制する傾向が見られ,12時間連続処理区では7%砂糖水区

で顕著に異常花の発生を抑制 した。6時間処理区では水

道水処理よりも5%な いし7%砂糖水区で異常花数が半数程

度の発生にとどまつた。

(前処理8/24 岩手発3/25 成田発3/26)

図 1 オランダ輸出試験における透花症状発生数

図 2 台湾輸出試験における褐変及び退色花発生数

4 ま と め

以上の結果から,砂糖水の前処理により青色品種にお

ける褐変・枯花及び退色の発生抑制効果,自色品種にお

ける透花抑制効果が認められた。5%前後の砂糖水が有効

であり,そ の前処理方法として,箱詰め直前まで12時間

行 うよりも6時間処理後6時間程度乾燥 した方がより褐変

や退色等の発生の抑制に有効であることが示された。

また,MA包 装では,密閉包装と砂糖水との併用によ

り青色品種の褐変や枯花や自色品種の透花抑制する傾向

がみられたものの,一方で,青色品種の退色を助長する

傾向が認められた。また,折込包装では前処理剤の有無

や種類によらず,ム レの発生によって鮮度低下を助長す

る傾向にあつた。

これ らのことから, リン ドウの花持ち性向上において

は,砂糖水の使用方法やムレ防止等の技術確立が必要で

あると考えられた。
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表2 前処理剤による頂花の退色抑制に及ぼす効果

頂花退色発生数
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褐変及び枯花発生数

8/10  8/12  8/14  8/16  8/19  8/24
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水 +MA密開  0  0  12  19  21  35
糖 +llA密 閉  0  0  2  8  13  32
注)水 :水道水の略,糖 :5%砂糖水の略
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水 道 水   0  8  12  12  17
5%砂糖水   0  0  6  6  10
水+MA折込   4  6  12  12  14
糖 +MA折込   5  5  8  10  11
水 +IIA密 閉   18  20  23  25  32
糖 +llA密 閉   16  16  19  21  29

注)水 1水道水の略,糖 :5%砂糖水の略

(3)輸出における前処理剤・MA包装の効果 (図 1,2)
オランダ輸出試験においては,折込包装区を除き,砂

糖水前処理は水道水前処理に対 して自色品種の透花及び

異常葉身 (データ省略)の発生を抑制 した。砂糖水と包

装形態との組み合わせでは,無包装区 (段ボールのみ)

に対 して密閉包装区が有効であった。折込包装区は,前
処理方法にかかわらず被害花数が多い傾向にあった。

台湾輸出試験の結果,前処理和の処理時間は,通常の

水あげ時間と同様に6時間吸水させた後,6時間程度処理

剤から上げて乾燥 (放置)したほうが異常花の発生が少

なかった。 12時間処理はムレ症状が多い傾向にあること

から,過度の吸水は避けた方がよいことが示唆された。

また,砂糖水濃度について前処理時間別に見ると,いず

表 4 砂糖水 とMA包装の併用による退色抑制効果

退色花発生数
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